












要約:産褥期の生活が、より快適でスムーズに行える援助のあり方を探る目的で、出産後

の入院中に行われているケアや援助の実態を把握するとともに、褥婦が産後 1ヵ月に必要

としている援助を質問紙表により調査分析した。その結果、入院中にうけた援助について

は、8096 以上が役に立ったと答えているものゝ、、実際に沐浴や衣類の着脱・オムツ交換

等の基本的育児技術を実習した者ほぼ半数、授乳指導では 7割前後であった。又、入院中

「他にうけておきたい援助は特にない」と 7割以上が答えておりながら、退院後の 1ヵ月

間に、自分の心身や新生児のことに関して約半数が困ったり心配をしており、身近な者へ

の相談・育児書を参考・出産場所への電話や受診をして解決していた。そして、産後 1ヵ

月間に必要・うけたい援助として、初産婦は①家庭訪問、②入院中の育児技術の習得、③

入院中の自己乳房管理学習等、経産婦は①上の子の保育設備、②家事(買い物炊事・掃除)

のサービス、③夫の家事・育児への参加をあげていた。今後は施設・地域・他職種との連

携のあり方とともに、必要とされている援助の具体的な方策の検討が望まれる。


